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日時：2019 年 10 月 30 日（水）14:00～ 

 

 

 

 

【発表内容】 

 

1．（地域共創センター） 

 FORUM21「米中経済戦争のもとでの日本の役割」 

   ―日中イノベーション協力や第三国市場協力を見据えて― 

  講師 (一財)日中経済協会 専務理事 杉田 定大 氏 

     准教授 斉藤 徹史 

      

 

2．「未来につなげよう！環境問題を考えるＳＤＧＳカフェ」の開催について 

    教授 呉 尚浩 

 

3．質疑応答 

 

4．その他 

 

（リリースのみ） 

5．「税を考える週間」特別講演会 in 東北公益文科大学  

 「くらしを支える税（仮）」 

  講師 仙台国税局課税第一部次長 藤田 義明 氏 

 

 

 

 

 

※次回の情報交換会は 2019 年 11 月 27 日(水)の予定です。 

 

リリース情報に関するお問い合わせ 
東北公益文科大学（広報担当）池田、佐藤 
TEL）0234-41-1111  FAX）0234-41-1133 
E-mail）koho@koeki-u.ac.jp 



 

 
 

 

 

講師  

一般財団法人日中経済協会 専務理事 

杉田 定大氏 
 

 

 

 

 

 

 

 

《日時》2019年 11月 29日 金曜日 

午後 6時 00分～午後 7時 30分 

《場所》東北公益文科大学 教育研究棟 104教室 
（酒田市飯森山 3-5-1） 

 

○参加対象者：どなたでも参加できます。直接会場までお越しください。 

○参加費：無料 

○お問い合わせは地域共創センターまで。 

TEL:  0234-41-1115   FAX: 0234-31-2082   Email: kyoso@koeki-u.ac.jp 

本講演では米中貿易戦争の中で日本の立ち位置を考えます。 

機微技術に関する投資貿易管理が厳しくなる中で、日本企業にとっての生命線である日米中、さらには ASEAN（東

南アジア諸国連合）の間でのグローバルサプライチェーンの再構築のあり方を見通すとともに、いかに日中でのイ

ノベーション協力や第三国市場協力を展開していくのかを分析します。 

 

本事業は公益のふるさとづくり活動補助金（庄内開発協議会）の支援を受けて行なっております。 

 

米中経済戦争のもとでの日本の役割 

－日中イノベーション協力や第三国市場協力を見据えて－ 



令 和 元 年 １ ０ 月 ３ ０ 日  

環境エネルギー部環境企画課  

 

報道関係者各位 

 

「未来につなげよう！環境問題を考えるＳＤＧｓカフェ」の開催について 

 

サステナブルな環境・社会づくりのためには、私たち一人ひとりが環境問題に関心を持

ち、意識して行動を変えていくことが重要です。 

このため、ＳＤＧｓをキーに、ユース世代を対象とし、サステナブルな環境・社会づく

りについて考えていただく標記カフェを、下記により開催することにしましたので、お知

らせします。 

つきましては、当日の取材や報道についてよろしくお願いいたします。 

 

記 

１ 日 時  令和元年１１月６日（水）午後５時３０分～午後８時 

 

２ 場 所  東北公益文科大学 教育研究棟１０４教室（酒田市飯森山３－５－１） 

 

３ 内 容 

（１）講演 

テーマ：ＳＤＧｓと環境問題 

講 師：東北環境パートナーシップオフィス 

コーディネーター 鈴木 美紀子 さん 

（２）話題提供 

①県の環境政策について 

山形県環境エネルギー部環境企画課 

②県内の学生の取組事例 

地域課題の解決に取り組む学生組織「ＳＣＯＰ」 

（３）グループワーク 

テーマ：サステナブルな社会づくりのために私たちができることは 

 

４ 参加者  庄内地域の大学生等 ３０名程度 

 

５ 主 催  山形県、東北公益文科大学とびしま未来研究所・地域共創センター 

 

６ 協 力  東北環境パートナーシップオフィス（ＥＰＯ東北）、 

ＳＣＯＰ（東北公益文科大学学生サークル） 

 

※ 本事業は、東北公益文科大学地域共創センター「共創カフェ」との共催で開催いたします。 

「共創カフェ」…地域で活躍している方などを報告者に迎え、テーマについて自由に議論し夢を語ることを目的と

して、随時開催しているもの。 

【問い合わせ先】 

環境エネルギー部環境企画課 

課長補佐（企画調整担当） 早坂 

電話 ０２３－６３０－３２４７ 

報道監 環境エネルギー部次長 佐藤 

プレスリリース 



未来未来未来未来につなげようにつなげようにつなげようにつなげよう！！！！未来未来未来未来につなげようにつなげようにつなげようにつなげよう！！！！

環境問題環境問題を考えるを考える

ＳＤＧｓＳＤＧｓＳＤＧｓＳＤＧｓカフェカフェカフェカフェＳＤＧｓＳＤＧｓＳＤＧｓＳＤＧｓカフェカフェカフェカフェ××××

日時：令和元年11月６日（水）17:30～20:00

会場：東北公益文科大学酒田キャンパス 教育研究棟１０４教室

（酒田市飯森山三丁目５番地の１）

プログラム（予定）：

１ 講演「ＳＤＧｓと環境問題」

東北環境パートナーシップオフィス

コーディネーター 鈴木美紀子さん

２ 話題提供

（１）山形県の環境政策について

県環境エネルギー部環境企画課

（２）県内の学生の取組み

東北公益文科大学 ＳＣＯＰ

３ グループワーク

～サステナブルな社会づくりのために

私たちができることは～

主催：山形県、東北公益文科大学 とびしま未来研究所・地域共創センター

協力：東北環境パートナーシップオフィス（ＥＰＯ東北）、ＳＣＯＰ

【お申込み・お問合せ】

山形県環境エネルギー部環境企画課

E-mail : ykanki@pref.yamagata.jp / Tel : 023-630-3161

サステナブルな環境・社会づくりのためには、私たち一人ひとりが環境問題に関心

を持ち、意識して行動を変えていくことが重要です。

最近話題になっている“ＳＤＧｓ”（持続可能な開発目標）をキーに、私たちが

暮らすこの山形県の豊かな環境を将来につないでいくために、いま、どのような

アクションができるか、みんなで一緒に考えてみませんか。

対象：庄内地域の学生の方

山形県山形県山形県山形県

共創カフェ共創カフェ共創カフェ

SDGs（持続可能な開発目標）とは，2015年9月の国連サミットで採択

された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された

2016年から2030年までの国際目標です。持続可能な世界を実現する

ための17のゴール・169のターゲットから構成され，地球上の誰一人と

して取り残さないことを誓っています。SDGsは発展途上国のみならず，

先進国自身が取り組むユニバーサルなものであり，日本としても積極的

に取り組んでいます。

※裏面の申込書により事前

申込みをお願いします。

定員定員定員定員30303030人人人人 参加無料



 

 

2019 年 10 月 30 日 
東北公益文科大学 

 

「税を考える週間」 

特別講演会 in 東北公益文科大学 

 

 
このたび、「税を考える週間」特別講演会 in 東北公益文科大学を下記のとおり開

催いたします。 
11 月 11 日～17 日の「税を知る週間」期間中に、仙台国税局課税第一部次長藤田

義明氏が、「くらしを支える税」をテーマといたしまして、国民生活と税の関わり

を学生に理解してもらうことにより、納税意識の向上を図ることを目的として、講

演会を行います。 
 

 

記 
 

○ 日 時：2019 年11 月 14 日（木） １３：１０～１４：５５ 

○ 会 場：東北公益文科大学酒田キャンパス  

104 教室 （教育研究棟 1 階） 

○ 内 容：特別講演 「くらしを支える税」  

    仙台国税局 課税第一部次長 藤田 義明 氏 

 

 

 

 

                       

 

 

Press Release 

お問い合わせ 

 経営コース 講師 松尾慎太郎 
 電話）０２３４－４１－１２６３ 


